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uex の麹は、羽化直後の折、りたたまれた状態のまま
で、殆んど伸展せず、長さは野生型の，r'J1A しかなく、黒
くしわだらけである( 図 1b)o { 附休によっては、やや大
きく拡がったものもあるが趨脈がよくみえず、 balloon
状に体液で膨らんでレる( 関 1 c)o I刻1でわ泊、るように
趨の基部より costal cellの後の切れ IJ ( 矢印のところ)
までは、野生型と変りなく、矢印から麹の端までの間が
伸展していなし、。麹の形は pu (pupal，何白状砲突然変
興) とよく似ているが、 2枚の趨の胸部への着き}jが、
pu では体とほぼ平行に体側に按ずるように後)Jに仲び
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麹の異常

a 野生型
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筆者が1958年 9月3 日神戸で採集して兵庫県立長岡商
業高等学校において mass culture を続けていたキイロ
ショウジヨウメエ (Drosophila melanogaster) の系統
中、飼育瓶 2本に羽化直後のようなしわだらけの短い遡
をもったノ、ェを、 1959年10月25日に、岡本紀明君が発見
した。その時の飼育瓶中の突然変異体の出現率は次の通
りで、あったっ 〔第 I表〕 b， c  uex 
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てレるか、 uex では pu よりも左右に1m，、て;r:i，jli!創則に
下っている。
2) 脚 後脚の腔節 (tibia) とl:J節 (tarsi) が異

常に轡曲 L 、特に鮒節は短かく節くれだった上うになっ
てしる( 図 2 )。そのためか歩き方も異常ですばやい動作
がil'，来なレ。前述の p" は後脚は正' 市であるので内眼 e
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月 a 野生型

b  uex 

後脚の異常

この突然変異休は、 pu (pupal，' r!ufl状の趨をもった突
然変異、 1920年 4 月Duncan により発見された〉に一見
よく似てレるが、交配実験の結果、新しい突然変呉であ
ることがわかったのて、現在迄の結果について報告する。
この突然変異体をその形質より unexpanded と仮称し、
uex の記号を用レる。
A. 新突然変異体の形質
uex の主な特徴は、遡、後脚、小楯板縁剛毛 (scut-
ellars) の三つの部分にあらわれるが、特に麹の異常が
著しい、それぞれの部分について述べると、

I  外部形態
。麹 羽化したばかりのハエの麹は、前のときの
折りたたまれたままの状態であるが、まもなく休液の流
入によって押しのばされて図 1 a のようになる。
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もその歩き方でuexと区別出来る c，

3) 後部小指板縁剛毛 (post巴rior scutellars) のは
え方 野生型では 1対の後部小楯桜縁剛毛は、基部は
ほぼ平行に後方にのびているのであるが( 図 3 a)、uex
ではこれが正中線の方に屈曲しており (1苅3 b) 極端な
場合には逆に前方にのびている。
5) 腹部背板の黒横帯
野生型の腹部背板には 5条の黒横帯がみられるカ' ; yz。
- Y l。の個体に 1 - 4 条の横帯が短方通くなり、その部分
の剛壬もなくなったものが観察される( 図 4 b)。この傾
向は平に多く見られ他の突然変異遺伝子と組み合わさっ
たとき著しくなるようである。

a  b  

図 4
a  正常個体
b  異常伺体

H  生理的特徴
1) viabili ty uex と野生型とを交配してその F 2

及ひ戻 L交雑をしらべてみると、第 2表のように相反支
維ともにその分離比は約 5: 1で uex の出現率は、 20-
3 0 %低いη。iし uex と野生型を日IJに飼育したときには
一対の親当りの産仔数は、ほほ同数ずつU ' ，ることカ通ら考
えると、野Tト型との F 2 の場合の uex (J)低い 1'"現家、は、
野生型との競争のにめと考えられる。

F 2 の分離

u巴E 平x !frI'生型古 野生型♀ x uex古

表現型 | 野生P1 uex i野生型 uex -数 lJiilj-1 ム27 542 
分苅E比 5 5  

ーー← ー

戻 し交雑
巴X ♀xuex/野生型吉田X/ 野生型♀

表現型 | 野生型 uex 野生型 11巴x

l 伺体数 | 悶 4 5 2 1  283 m  
分離比 0 ，8 1  0，8  

第 2表野生型とl 1eX の F 2 及び戻し: 交雑

またl 1ex の成虫では♀が3 より多く、古: ♀ =70:100
である C 古の viability が低いように思われる。
2) 発生速度 11巴X の産卵から羽化までの日数は、

同一条件で飼育した野生型のものとほとんど変らなレの
で発生の遅滞はみられないといえる O

3) 耐高潟i性 普通キイロジヨウジョウメェは、
25 0 C で飼育しているが、夏季250 C に保つ冷却装置がな
しので、コンクリート階段下の倉庫で他の系統のハエと
共に飼育したところ、最も暑レ時では280 Cになり、 al 
(aristaless 触角に岡IJ毛がなし、) はこの暑さのために絶
えたけれども、l 1ex は無事越夏することがIH来たn した
がっτl1ex は高品71には比較的耐えうるようである C

B. 交配実験の結果
I  連鎖群の検定

キイロショウジヨウパェは第 5 図の如く、 4対の染色
体をもっており、 1-IV までの 4連鎖群を有するがけ
1) 第 I染色体は性染色体であって、この上にある遺

伝子ほ伴性遺伝をするのであるが、l 1ex は第 2 表に示し
たように、朴l反交雑による分離比の性差はみられず伴性
遺伝をしなL、。したがってこの遺伝子i士、常染色体 cn
-IV) の上L あると考えられる。
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キイロショウジョウバェ平の染色体
数字は染色体番号

2) 常染色体での連鎖の分椋法
常染色体での遺伝子の連鎖を検定する方法を簡単に述

べると、
今、劣性遺伝子 a とb とが同一連鎖群になし、とき( . ell
ち別の染色体上にあるとき〕は、 a とb の Fl は野生型
となり、 F 2 で野生型 : a  :  b  :  ab =  9  3  3 に
分雌する。これに反してaとbが同一連鎖群にあるとき(
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4) 第E染色体上にあるe"との交雑結果
第E染色体上にある e" (ebony 黒檀体色) との交雑
の結果は第 5表の如く、 uex ff' がF 2個体の中にみられ
る、同じ染色体上の se (sepia セピア限〕との交雑の結
果もこれと同様で、あったから、 uex 遺伝乎は第直染色体
上には存在しないことがわかる。 F 2 で uex e" が全個
体数の約1 f16あらわれ、叉 uexが約 % 6あらわれるはず
であるのに、それぞれ 0・7 1 6，7'16 しか見られなし、のは、
uex が先に述べたように競争に弱L、ためと思われる。

Hち同じ染色体上にあるとき〕は、 a とb の F lが野生
となることは、連鎖していないときと同じであるが、

E
型
F 2で、野生型: a: b =  2  :  1  1とあらわれて、 ab とい
2つの形質をあわせもった個体は、合では交叉がおこう

ら
ん
わ

ないので全くあらわれてこない。 F 2 のa とb をえら
で飼育すると、交叉の結果生じた ab が僅かだけあら
れてくる( 第3 表〉

第 3表常染色体での両性雑種の分離比
連鎖していなとき 連鎖してレるとき
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0.5 

uex e" ff' 

x  

uex 

2.6 2  9  分離比

a  +  a  +  
+ 吉= x T = τ
慨型 ) I  ( 野生型)
( 野生型) (a) (b) 

p  
a  +  +  b  = = x = =  a  +  +  b  
(a) /  C同

a  +  a  +  
1 τ = 1 = x + b  

( 野生型) I  (野生型〕
( 野生型)(a) (b) (ab) 

uex ♀ 

表現型 | 野生型

個体数F  

と交

o. telesγゐplJ
:t.占tc. y
3. ..γtst-Alers 

uex と e" の F 2 の分離

第l ' l 染色体上にある ey との交雑結果

第l ' l 染色体上にある ey (eyeless 個限数減少)
雑の結果も、 se や e" と同様に
僅かな数であるが、 F2 に uex
ey が出現するので、 uex 遺伝
子は第l ' l 染色体上にも存在しな
いことがわかる。

第 5表

5) 9  3 : 3  1  2  1  1  
+ は野生型遺伝子を、 (  ) は表現型を表わす。
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1対の相同染色体の 1方にA
とB とがあり、他方の相対する
位置に a とb とがあるとすれば
A B、ab が対になっている時、
A - B問、 a - b聞に交叉のおこ
る率は、 2つの遺伝子聞の距離
がはなれているほどおこりやす
い。即ち遺伝子聞の距離は交叉
率に比例するので、交叉率がわ
かると遺伝子聞の距離とその並
び方一一染色体上のそれぞれの
位置ーーを知ることが出来る。
こうしてつくられたのが染色体
地図で、 この uex 遺伝子の存
在する第E染色体の地図は第 6
図の如くである。
第E 染色体上の遺伝子b，pu， 
pr， lt， b w をそれぞれ uex と
交雑し、その F 2 個体の内、野
第6 図 キイロショウジヨウバエ第E染色体の地図
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n. 第E染色体上の位置
( 交叉率)

第E染色体上の b w (brown 褐色眼) と交雑した結果
は、第 4表の如く、① F2 には全く uex b w はあらわれ
、F31こはじめて見られた、@ 又この uex b明と野生型
(Oregonを用いた) との F l 古に uex b w の♀を戻し
交雑すると、 古では交叉がおこらないから、 野生型と
uex b w とが 1 :  1に分離するはずであるが、第 4表の
ごとく交雑実験の結果も野生型: uex b wァ 1 :  1と分
離L てくるので、①、①の結果から uex 遺伝子は第 E
染色体上に存在することがわかる。その他の第E染色体
上の遺伝子 pr (purple紫紅色眼)、pu (pupal踊状麹)、
b  (black黒体色) やlt (light淡黄赤色限) との交雑の結
果もb wと同様であった。

3) 第E染色体上にある b w との交雑結果

ず

F 2 の分離
x  b w o  uex♀ b w♀ x  uex古

67. ves t，-菅 :0..(
12.. 
? t S ' (叫 γved.

野生型 b w uex I野生型 b w uex 表現型

355 128 55 
2  :  0.72 :  0.31 

664 277 103 
2  :  0.85 :  0.32 

個体数
分離比

交雑戻し
uex b w♀ x  
野生型/uex古

uex b w♀ x  
uex/野生型古
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1  

91 
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野生型野生型 uex b w  

377 
1  0.8 
480 
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個体数
分離比
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生型以外の uexや b，pu， pr， lt， b w をえらんで別に飼 l  まだ h o m o にするに至っていない。
育すると、 F3 に交叉型が出てくる。 uex と b w の交叉 l ⑨ b w と uex の交文率
型 uex b wは比較的簡単にえられたが、 b，pu， pr との uex b w と野生型を交雑し、この Fl♀に uex bwei 
交叉型は今のところ出現せず、 lt との交叉型は、それら | を戻し交雑すると、 野生型と uex b w がほぼ同数ずっ
しい個体( 遡がほぼ正常で、後脚のみ uex の形質をも | あらわれ、それとともに交叉型である uex や b w が見
ち、胴部黒横帯の異常な個体もある) 約10頭をえたが、 |  られる( 第 6表)。

野生型//uex b w早 x  uex b w古
11 

11ex b w /  Ilex b w古
/ 野生型♀

表現型 野生型 b w  u巴X uex b w  野生型 b w  uex uex b w  

個体数 120 100 73 84 415 267 160 147 

100+73 
11 

267 +  160 
120 +  ioo +'7-3 +  84 x  100 =  4 6 %  415+267+Iiio+174 4 2 %  

第 6表 u巴x b wと野生型の戻し交雑

交叉率は、交叉型個体数 x 100/交叉型個体数十非交 1 康世さん、奥平裕子さんに深甚の謝意を表します。
叉型個体数であらわされるので、このようにして uex と
b w 聞の交叉率を計算すると、 42-46% となる。この値
は野生型と uex b w との F2 の個体数より計算した交叉
率の値とほぼ同じであったO 交叉率42-46%とし、うこと
はuex とb w 聞か非常に離れていることを意味するが、
第E染色体のと、のあたりに位置するかは b，pu， pr， lt 
遺伝子との交叉率がわかつてからでなければ決めること
が出来ない。 b，pu， pr， lt との交叉型があらわれにく
いのは、 uex 遺伝子がこれらの遺伝子の近くにあるのか
或はこれらの遺伝子とのくみあわせによって致死作用を
生ずるのかはわからなレ。 uex 遺伝子の位置を知るため
に更にくりかえし交雑実験を行いたい。
最後に、この研究を行うについて御指導戴いた神戸大
学理学部川辺昌太先生、並びに実験に協力下さった大森

132ページより
茂樹先生ブラシゴに乗って大口をあけていた。
宿舎では森先生、北村先生など入りまじって夜ふけ
まで談笑した"

第 3 日
閣内案内と講議 (8.00-12.30) 最近テレビで世評
を高めたヒマラヤ、ブータジの値物園とその苗園を
見学、北村先生案内、ヒマラヤの3000-4000mの高
所の植物の種がここで発芽成長してレるようすに、
一見ふみつけそうな植物の意味がよく解かり改めて
見なおす。とりわけ此の方i町の栽培のベテラ Y 当園
の芝1+1育合さんの苦心談なと有主主であったυ
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要 約
1. 神戸で採集し飼育を続けてレたキイロショウジヨウ
バエの系統中に自然突然変異体を 1959年10月に発見し
た。
2. この突然変異体は、麹が蝋状で、折りたたまれた状
態のままであり、後脚が正常型よりもやや短かく節くれ
だっており、小楯板縁剛毛のはえ方か異常であって、個
体によっては腹部背板の黒横帯の欠失しているものもあ
るつ
3  この突然変異体をその形質より unexpanded と仮
称し uex で表わす。
4. u巴X 遺伝子は劣性で、第I f 染色体上に存在するが染
色体上での位置は未決定である O

室内にかえって森先生の「生物の進化と地質時代」
( 1 時間) 0 赤穂先生の「キノゴの教材としての扱
かし、方J (30分間) 。この頃、音もはげしく外は雨
降りとなった。
佐藤先生の「六甲山の地質J (50分間〕江越千代子
氏の「植物と文学J ，.20分間) 当津先生の「緑の正
体につレて (20分間) 谷口先生の「学級閣の新らし
し、経営J (20分間〕と豊富な研究発表があり定刻よ

閉会のあつまり、午後 O時30分全日程を終了森会長
1"垣内勝美先生の会場に対する感謝のことばがあっ
たυ 昼食後解散

。。
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